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１．はじめに 

 筆者らは近赤外線カメラデータを用いて，岩盤面に認められる湧水の範囲や流量を可視化するとともに，得

られたデータから濡れている範囲と湧水の流量を定量的に評価する手法を開発した．前報 1）2）では湧水範囲

判定に関する実験的検討と湧水流量推定に関する実験的検討について報告した．本稿では，湧水範囲判定の現

場実証実験について報告する．  
２．近赤外線カメラの特徴  

現場実証実験に使用した近赤外

線カメラと付随機器を図－1 に示

す．その特徴を以下に示す． 
①カメラ・映像処理 PC・ポータ

ブル電源を搭載し，持ち運びが可

能な重量と大きさにまとめて，現

場のどこにでも設置できる． 
②カメラと映像処理 PC を組み

合わせたことで，撮影と同時に映

像を確認することができ，簡易に

水の流出位置と範囲を把握可能と

した． 
３．実証実験の現場概要 

実証実験を行ったトンネル現場

の地質縦断図を図－2 に示す．実

証実験現場の地質は，白亜紀後期

に形成された火成岩類が広く分布

している．実施地点は坑口から約

180m 進んだ地点であり，切羽か

ら湧水が発生している箇所で実施

した． 
４．実験結果及び考察 

実証実験の様子を図－3 に示す．撮影は切羽面から約 10m 離れた位置から行った．また，切羽面に影が可

能な限りできないように 1kW ハロゲンライトを複数設置した． 

 実施地点の切羽写真を図－4 に示す．切羽面に出現した岩盤は火成岩類であり，比較的新鮮な部分は灰青色

を呈しているが，大部分は風化によって淡褐色～茶褐色を呈していた．本実験では，切羽面を観察して湧水が

肉眼で認められた箇所を近赤外線カメラで撮影することとした． 
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図－1 近赤外線カメラと付随機器 

図－2 実証実験現場の地質縦断図 

掘削方向 

実施地点 

坑口から約 180m 
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図－5 の A は，近赤外線カメラの画像である．黒い箇所は流水部分であり，肉眼の観察結果と整合してい

た．図－5 の B は，輝度値が 3,000（cd/m2）未満の値を水色とし，輝度値が 3,000（cd/m2）以上の値を灰色

で表したものである．ここでの閾値である輝度値 3,000（cd/m2）については前報 1）参照のこと．この結果，

肉眼の観察結果と図－5 の A の黒い部分（流水箇所）と図－5 の B の水色箇所が概ね整合したことが明らか

となった．以上の結果より，濡れている箇所と乾いている箇所を明確に区別することができることがわかり，

設定した閾値の妥当性を確認した． 

  
５．まとめ 

現場実証実験において，前報 1）で設定した閾値の妥当性を確認し，濡れている箇所を簡易で，定量的に評価

できることを確認した．今後は多くの現場で使用して，実用化に向けて実績をつくり，評価の精度を向上させ

ることを目指したい． 
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図－5 解析結果 

B：輝度値 3,000 を閾値として区分した図 A：近赤外線カメラ撮影画像 

黒い部分：流水箇所 

概ね整合 

図－3 実験の様子 

近赤外線カメラ撮影範囲 

図－4 実施地点の切羽写真 

約 10m 
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